
　
２
月
13
日
（
水
）
あ
っ
ぷ
る
タ

ウ
ン
に
て
「
２
０
１
９
年
虹
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」
を
行
い
ま
し

た
。
活
動
内
容
と
し
て
は
血
圧
測

定
や
体
脂
肪
率
測
定
に
加
え
、
血

管
年
齢
測
定
や
骨
密
度
測
定
な

ど
、
普
段
自
宅
で
は
測
定
で
き
な

い
検
査
や
、
看
護
師
に
よ
る
健
康

指
導
も
行
い
、

一
部
行
列
が
出

来
る
程
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

　

参
加
者
の

方
々
か
ら
は
検

査
の
結
果
か
ら

喜
び
の
声
や
驚

き
、
時
に
は
悲

鳴
が
聞
こ
え
、

「
良
い
結
果
が

出
て
良
か
っ

た
。
普
段
か
ら
運
動
と
食
事
に

気
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
」「
悪
い
結
果
が

出
て
シ
ョ
ッ
ク
。
こ
れ
か
ら
は
指

導
さ
れ
た
食
事
と
運
動
を
心
が
け

て
、
ま
た
来
年
測
定
し
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
、
良
い
結
果
が
出
た

人
も
、
悪
い
結
果
が
出
た
人
も
、

現
在
の
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
に
対
す
る
目

標
を
持
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
に
対
し

て
沖
縄
医
療
生
協
の
説
明
や
、
組

合
員
加
入
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
接
す
る
事
の
な
い
地
域
の

方
々
と
ふ
れ
あ
い
、「
健
康
づ
く

り
」
に
協
力
し
な
が
ら
医
療
生
協

の
輪
を
広
げ
る
活
動
に
参
加
出
来

て
非
常
に
良
い
体
験
で
し
た
。

　
私
も
年
々
体
重
が
増
加
し
て
い

る
の
で
、
今
年
こ
そ
は
頑
張
っ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
よ
う
と
思
い
ま

す
��ԭ
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沖縄医療生協の現状
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ユ
キ
ち
ゃ
ん

ジ
ャ
ン
ガ
リ
ア
ン
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト

（
ハ
ム
ス
タ
ー
）

６
面
に
続
く

　
１
月
31
日
（
木
）
８
年
ぶ
り
に

保
健
学
校
を
開
催
し
、
11
名
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生

し
ま
し
た
。
産
業
保
健
室
の
佐
事

ノ
リ
子
さ
ん
が
生
活
習
慣
病
と
そ

の
予
防
に
つ
い
て
と
特
定
健
診
・

健
康
づ
く
り
健
診
結
果
の
読
み

方
、
組
合
員
活
動
課
の
津
嘉
山
覚

さ
ん
が
「
８
つ
の
生
活
習
慣
」
と

「
２
つ
の
健
康
指
標
」
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、
血
圧
測

定
と
体
脂
肪
測
定
、
骨
密
度
測

定
、
血
管
年
齢
測
定
の
操
作
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
多

く
の
質
問
が
あ
り
、
実
技
で
は
、

互
い
に
測
定
し
合
い
、
結
果
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
閉
会
式
で

は
、
上
原
昌
義
理
事

長
か
ら
あ
い
さ
つ
と

受
講
者
一
人
一
人
に
修
了
証

書
が
授
与
さ
れ
、
上
原
理
事

長
と
の
写
真
撮
影
の
特
典
も

あ
り
、
最
後
ま
で
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
保
健
学
校

は
、
健
康
な
生
活
を
す
す
め

る
た
め
に
必
要
な
理
論
と
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
器
材
の
技

術
習
得
と
地
域
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
の
活
動
が
目
的
で
す
。
是

非
、
班
会
や
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
積
極
的
に
出
向

き
活
動
の
場
を
広
げ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

保
健
学
校
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
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浦
添
協
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
昨
年
10
月
で
開

設
�0
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
去
る
１
月
��
日
に
、

宮
城
公
民
館
に
て
「
�0

周
年
祝
賀
会
」
と
「
浦

添
地
域
新
春
の
つ
ど

い
」
を
兼
ね
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
祝
賀
会
＆
新
春
の
つ

ど
い
は
、地
域
組
合
員
は

じ
め
職
員
等
合
わ
せ
て

約
１
３
０
名
が
参
加
し
、

浦
添
き
た
支
部
の
垣
花

譲
二
さ
ん
の
軽
快
な
司

会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
金
城
利
枝
師
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
、
支
部
組
合
員
に

よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」、
実
行
委

員
長
・
嘉
数
所
長
の
あ
い
さ
つ
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
を
支
部
組
合
員
の

青
山
恵
昭
さ
ん
、
祝
辞
を
西
銘
純

恵
県
会
議
員
、
上
原
昌
義
理
事
長

よ
り
、
祝
辞
と
共
に
「
平
和
」
へ

の
思
い
、
県
民
投
票
に
向
け
て
の

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
決
意

表
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
浦
添

協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
�0
周
年
の
あ
ゆ

み
と
称
し
、
開
設
当
初
か
ら
現

在
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
ま
た
、
歴
代
管
理
部
（
所

長
・
看
護
師
長
・
事
務
長
）
の
紹

介
・
あ
い
さ
つ
で
は
、
こ
れ
ま
で

先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
き
た
歴

史
・
思
い
出
話
や
苦
労
話
等
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
余
興
は
、
支
部
組
合
員
の
琉
舞

や
芸
能
、
職
員
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン

節
の
演
舞
等
で
盛
り
上
が
り
、
最

後
は
カ
ー
チ
ャ
ー
シ
ー
を
会
場
の

皆
さ
ん
と
踊
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
浦
添
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
地

域
の
皆
様
の
健
康
と
豊
か
な
暮
ら

し
の
支
え
と
な
る
よ
う
に
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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参加者笑顔で集合写真

測
定
に
一
喜
一
憂
！

保
健
学
校
を
開
催

測
定
に
一
喜
一
憂
！

保
健
学
校
を
開
催

浦添協同クリニック
　20周年祝賀会＆
浦添地域新春のつどい

喜び！・驚き！・悲鳴！？
虹のバレンタイン行動

沖縄医療生協だより
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国
民
年
金
制
度
と
は

　
国
内
在
住
の
�0
歳
以
上
�0
歳
未

満
の
方
に
国
民
年
金
へ
の
加
入
義

務
が
あ
り
、老
後
の
生
活
や
ケ
ガ・

死
亡
に
備
え
た
社
会
保
障
制
度
で

す
。
�5
歳
か
ら
受
け
取
る
事
が
で

き
る
老
齢
基
礎
年
金
、
病
気
や
ケ

ガ
が
原
因
で
障
害
が
残
っ
た
時
の

障
害
基
礎
年
金
、
国
民
年
金
加
入

中
の
方
が
亡
く
な
っ
た
時
に
残
さ

れ
た
方
へ
の
遺
族
年
金
が
あ
り
ま

す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
…

　
上
記
の
年
金
に
は
一
定
の
条
件

が
あ
り
、
未
納
期
間
が
長
期
に
な

り
支
給
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場

合
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
事
が

あ
り
ま
す
。

免
除
制
度
と
は

　
経
済
的
に
納
付
が
困
難
で
あ
り

一
定
条
件
を
満
た
す
方
々
へ
の
救

済
処
置
制
度
で
す
。
一
定
条
件
と

は
、
所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯

主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
や
失
業
し
た
場
合

な
ど
で
す
。
免
除
内
容
は
、全
額・

３
／
４
免
除
・
半
額
・
１
／
４
免

除
の
４
種
類
と
な
り
ま
す
。

※
免
除
承
認
基
準
は
、
世
帯
状
況

に
よ
り
様
々
で

す
。
市
町
村
年
金

担
当
窓
口
や
年
金

事
務
所
へ
直
接
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
事
務

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
承
認
基

準
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

免
除
相
談
す
る
と

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
年

金
を
受
け
と
る
際
に
１
／
２
（
税

金
分
）
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
険
料
免
除
を
受
け
た
期

間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
、

学
生
や
50
歳
未
満
で
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
適
応
さ
れ

ま
す
。

申
請
先
と
期
間
に
つ
い
て

　
申
請
相
談
先
は
、
お
住
い
の
市

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

や
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

免
除
申
請
は
過
去
２
年
間
ま
で

遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

項
目
が
支
給
さ
れ
て
い
る
市
町
村

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
支
給
さ
れ

る
項
目
や
金
額
の
拡
充
を
要
求
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

就
学
援
助
の
認
定
の
基
準
は
、

概
ね
生
活
保
護
基
準
の
１・
３
倍

で
す
が
、
生
活
保
護
の
基
準
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
の

で
、
前
年
度
認
定
さ
れ
て
い
て
も

今
年
度
は
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
申
請
に
必
要
な
書
類
は

基
本
と
し
て
は
世
帯
全
員
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
印
鑑
で
す
。

そ
の
他
の
添
付
書
類
は
市
町
村
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
生
委
員
の
意
見
書
を
条
件
に
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

す
で
に
必
要
な
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
教
育
委
員
会
へ
申
し
出
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
生
活
保
護
を
受

け
て
い
て
も
、
就
学
援
助
の
申
請

を
し
な
い
と
修
学
旅
行
費
な
ど
は

支
給
さ
れ
な
い
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
学
校
や
中
学
校
へ
新
入
学
す

る
お
子
さ
ん
に
対
し
て
の
入
学
準

備
金
が
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は

前
倒
し
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
幼

稚
園
な
ど
か
ら
も
お
知
ら
せ

が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
お
住
い

の
自
治
体
の
教
育
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
就
学
援
助
の
申
請
の
時
期
で

す
。

　
就
学
援
助
は
、
子
ど
も
の
教

育
を
受
け
る
権
利
・
学
習
す

る
権
利
が
経
済
的
な
理
由
で
損

な
わ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に

と
、
憲
法
や
教
育
基
本
法
な
ど

で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
で

す
。
就
学
援
助
で
支
給
さ
れ
る

内
容
は
、
給
食
費
、
校
外
学
習

費
、
通
学
費
、
修
学
旅
行
費
、

医
療
費
な
ど
で
市
町
村
に
よ
っ

て
は
独
自
の
項
目
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
国
の
基

準
に
加
わ
っ
た
も
の
に
ク
ラ
ブ

活
動（
部
活
動
）費
、生
徒
会（
児

童
会
）
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
あ

り
ま
す
が
、
県
内
で
こ
れ
ら
の
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くらしに活かそう
社会保障制度91

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
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母
親
大
会
連
絡
会
　事
務
局
長
　波
平
文
子

わくちん

　
２
０
１
８
年
度
は
九
州
・
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修
会
iO

沖
縄
の
開
催
を
は
じ
め
、
学
校
懇

談
・
健
康
づ
く
り
・
平
和
を
ま
も

る
活
動
等
々
、
地
域
で
の
組
合
員

活
動
が
旺
盛
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
事
業
活
動
で
も
沖
縄
医
療
生

協
の
第
５
次
長
期
計
画
を
実
践

し
、
協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

内
科
診
療
が
開
始
し
ま
し
た
。
中

部
協
同
病
院
も
新
築
工
事
が
す
す

み
、
今
年
の
1�
月
に
新
病
院
が
開

院
予
定
で
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
８
年
度
も
残
り

１
ヶ
月
弱
と
な
り
ま
し
た
。
医
療

生
協
の
活
動
を
推
進
し
２
０
１
８

年
度
全
国
四
課
題
の
目
標
を
達
成

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
３
月
１

日
〜
３
月
31
日
の
１
ヶ
月
間
を

「
２
０
１
８
年
度
し
め
く
く
り
月

間
」
に
設
定
し
と
り
く
み
を
推
進

し
ま
す
。
平
和
で
安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る
た

め
に
も
、
沖
縄
医
療
生
協
の
基
盤

を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
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◎
支
部
・
事
業
所
目
標
を
や
り
と
げ
、
組
合
員
ふ
や
し
５
千
人
、

出
資
金
ふ
や
し
２
億
円
の
年
間
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

◎
「
く
ら
し
を
支
え
る
」
生
協
の
し
く
み
を
活
か
し
、
医
療
生
協

の
「
く
ら
し
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
地
域
に
大
き
く
ひ
ろ
げ

ま
し
ょ
う
。

くらしを支え
安心のネットワークを
くらしを支え

安心のネットワークを
くらしを支え

安心のネットワークを
͠Ί͘͘Γ݄ؒ͠Ί͘͘Γ݄ؒ
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組
合
員
囲
碁
愛
好
家
の
親
睦
交

流
と
沖
縄
医
療
生
協
を
広
く
知
ら

し
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
３
回

新
春
囲
碁
大
会
が
、
去
る
２
月
1�

日
（
日
）
沖
縄
協
同
病
院
３
階
講

堂
で
開
催
さ
れ
�1
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
城
郁
男
実
行

委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り

「
沖
縄
医
療
生
協
は
９
万
人
余
の

組
合
員
に
支
え
ら
れ
て
平
和
や
健

康
の
と
り
く
み
等
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
組
織
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
り
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
医
療
生
協
囲
碁
大
会
は
、

参
加
資
格
が
組
合
員
で
あ
る
こ
と

が
条
件
に
な
つ
て
お
り
、
当
日
１

人
新
規
加
入
、
２
人
出
資
金
増
資

が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ａ
組
の
優
勝
決
定
戦
は
、
石
川

六
段
と
祖
慶
六
段
の
闘
い
と
な

り
、
古
豪
・
石
川
六
段
が
勝
利
し

ま
し
た
。

Ａ
組（
五
段
・
六
段
）

　
優　
勝

石
川
盛
光

六
段

　
準
優
勝

祖
慶
良
昭

六
段

　
三　
位

我
謝
孟
範  

五
段

Ｂ
組（
三
段
・
四
段
）

　
優　
勝

大
城　
理

四
段

　
準
優
勝

上
原
勇
作

四
段

　
三　
位

赤
嶺
貞
男

四
段

Ｃ
組（
二
段
以
下
）

　
優　
勝

伊
良
皆
松
英
初
段

　
準
優
勝

浦
﨑
秀
雄

二
段

　
三　
位

上
間
蔵
助

二
段
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２
月
８
日
（
金
）、
福
岡
市
内

に
お
い
て
日
本
医
療
福
祉
生
活
協

同
組
合
連
合
会
「
２
０
１
８
年
度

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
方
針
討
論

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
沖
縄
医
療

生
協
か
ら
９
名
、
九
州
各
県
か
ら

50
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
比
嘉

努
専
務
理
事
が
司
会
を
務
め
、
開

会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
医
療
福
祉

生
協
連
の
水
谷
吉
伸
運
営
委
員
長

よ
り
「
ご
意
見
、
ご
要
望
を
寄
せ

合
い
方
針
を
よ
り
豊
な
も
の
に
し

て
頂
き
た
い
」
と
集
会
の
目
的
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療

　
８
月
１
日

か
ら
10
月
31

日
ま
で
の
３

カ
月
間
健
康

づ
く
り
月
間

を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年

度
は
、「
人

と
人
の
つ
な

が
り
を
大
切

に
し
、
家
族
、
仲
間
、
グ
ル
ー
プ

で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
月
間
を
通
し
て
①
多

く
の
方
が
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
日
常
生
活
の
中
で
健
康
づ

く
り
活
動
を
継
続
し
て
い
く
事
②

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
康
づ

く
り
活
動
と
し
て
取
り
組
む
③
若

い
世
代
を
巻
き
込
み
医
療
生
協
運

動
の
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
を
す

す
め
る
④
「
健
康
づ
く
り
健
診
」

を
１
人
で
も
多
く
の
方
が
受
診

し
、
そ
の
結
果
を
と
お
し
て
健
康

づ
く
り
運
動
へ
つ
な
げ
て
い
く
⑤

筋
ト
レ
指
導
者
養
成
講
座
を
開
催

し
、
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
と
な

る
方
を
養
成
す
る
事
を
目
的
と
し

取
り
組
み
ま
し
た
。
３
８
６
名
の

方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
童

や
保
育
園
を
と
お
し
て
３
９
０
名

の
子
ど
も
た
ち
が
健
康
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
目
標
を

し
っ
か
り
取
り
組
み
成
果
を
あ
げ

た
方
へ
表
彰
を
し
ま
し
た
。

個
人
賞　
６
名

　
①
屋
我
秀
子（
と
よ
み
支
部
）

　
②
前
川
優
子
（
糸
満
東
支
部
）

＊
生
活
の
中
で
歩
く
（
買
い
物
、

バ
ス
停
ま
で
等
）
筋
ト
レ
・
ス
ト

レ
ッ
チ
（
畳
の
上
で
ラ
ジ
オ
や
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
）
無
理
な
く
出

来
た
の
は
良
か
っ
た
。
今
後
も

継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

＊
筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
で

心
身
の
両
面
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に

効
果
的
で
あ
っ
た
。

＊
自
宅
で
は
や
ら
な
い
の
で
意
識

し
て
健
康
の
た
め
頑
張
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
職
場
で
は
欠

か
さ
ず
体
操
は
楽
し
く
や
っ
て

い
き
ま
す
。
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福
祉
生
協
連
松
本
常
務
理
事
よ

り
「
２
０
１
８
年
度
活
動
の
ま
と

め
と
２
０
１
９
年
度
重
点
課
題

（
案
）」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
生
協
が
現
預
金
の
低
下
か
ら

資
金
繰
り
が
悪
く
な
り
、
経
営
が

深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
状
況

下
で
、
方
針
で
は
「
事
業
継
続
こ

そ
が
最
大
の
お
役
立
ち
」
だ
と
い

う
視
点
で
、
速
や
か
に
課
題
に
取

組
む
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
方
針
を
簡
潔
に
ま
と
め

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
三
角
形
の

図
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
頂
上
に
「
事
業
・
経
営
」、

そ
の
中
腹
に
は
「
組
合
員
活
動
」

が
重
な
り
「
人
づ
く
り
」
が
土
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
事
業
・
経

営
」
を
含
め
、
そ
の
他
の
課
題
に

取
組
む
に
は
、「
人
づ
く
り
」
が

全
て
の
土
台
に
な
る
こ
と
、
三
角

形
示
す
意
味
が
理
解
で
き
た
感
じ

が
し
ま
し
た
。

　
医
療
福
祉
生
協
連
の
組
織
運
営

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
「
み
ん
な

で
語
り
、
み
ん
な
で
決
め
、
み
ん

な
で
実
行
す
る
」
の
方
針
を
つ
く

り
あ
げ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
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③
仲
間
香
織（
沖
協
）

　
④
玉
城
安
信（
糸
満
東
支
部
）

　
⑤
富
永
マ
リ
子（
安
謝
ハ
ウ
ス
）

　
⑥
上
原
司
子（
と
よ
み
支
部
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞　
１
家
族

　
①
大
城
郁
男
夫
婦（
伊
良
波
支
部
）

団
体
賞　
３
団
体

　
①
か
り
ゆ
し
の
里

　
②
包
括
古
波
蔵

　
③
名
護
筋
ト
レ
班

取
り
組
ん
で
の
感
想

＊
体
重
２
㎏
減
、
お
腹
ま
わ
り
２

㎝
減
、
身
体
が
軽
く
な
り
、
立

ち
座
り
が
容
易
に
な
り
疲
れ
な

く
な
っ
た
．
野
菜
を
使
う
料
理

に
気
を
使
う
様
に
な
っ
た
。
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２
０
１
８
年
度
九
州
・
沖
縄
部
ブ
ロ
ッ
ク
方
針
討
論
集
会

ԭೄ医療生協
ୈ̏ճ৽य़ғޟେձ

真剣なまなざし

　
１
月
��
日
（
土
）、
��
日（
日
）

に
奥
武
山
公
園
に
て
沖
縄
県
農
林

水
産
物
販
売
促
進
協
議
会
、
沖
縄

県
地
産
地
消
県
民
会
議
、
全
国
共

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
沖
縄
県

本
部
共
催
で
「
お
き
な
わ
花
と
食

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
・

市
町
村
と
民
間
が
主
役
と
な
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
、
我
々
沖
縄

医
療
生
協
も
県
生
協
連
で
出
店
す
る
ブ
ー
ス
の
一
角
を
利
用

し
、
参
加
し
ま
し
た
。
殆
ど
の
出
店
者
が
商
品
の
提
供
で
し

た
が
、
私
達
は
医
療
従
事
者
な
の
で
、
商
品
を
提
供
す
る
の

で
は
な
く
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
血
管
年
齢

測
定
と
握
力
、
立
ち
上
が
り
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
ブ
ー
ス

を
訪
れ
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
「
前
回
も
測

定
し
ま
し
た
よ
」
な
ど
と
話
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
組
合
員
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
医
療
生

協
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
次
回
は
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
組
合
員
と
協
同
し
て
参
加
す
る
事

で
、
よ
り
一
層
医
療
生
協
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
で
し
ょ
う
。
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医
療
生
協
も
県
生
協
連
で
出
店
す
る
ブ
ー
ス
の
一
角
を
利
用

し
、
参
加
し
ま
し
た
。
殆
ど
の
出
店
者
が
商
品
の
提
供
で
し

た
が
、
私
達
は
医
療
従
事
者
な
の
で
、
商
品
を
提
供
す
る
の

で
は
な
く
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
血
管
年
齢

測
定
と
握
力
、
立
ち
上
が
り
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
ブ
ー
ス

を
訪
れ
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
「
前
回
も
測

定
し
ま
し
た
よ
」
な
ど
と
話
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
組
合
員
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
医
療
生

協
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
次
回
は
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
組
合
員
と
協
同
し
て
参
加
す
る
事

で
、
よ
り
一
層
医
療
生
協
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
で
し
ょ
う
。

～おきなわ花と食のフェスティバル 2019～～おきなわ花と食のフェスティバル 2019～～おきなわ花と食のフェスティバル 2019～
県民の健康づくりをバックアップ！県民の健康づくりをバックアップ！県民の健康づくりをバックアップ！

立ち上がり測定にチャレンジ！

2018年度

健康づくり月間
まとめ

健康づくり月間
まとめ

健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間

体重
減った！ 2018年度

健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間健康づくり月間

ストレッチでリラックス

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かΔいまͪɹҬまΔ͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�0�߸ �019݄̏̑ൃ（3）ߦ



৽य़ϐクχック（ࢀࣄهর）

৽य़ϐクχック
ʢΈ͔Μङりʣ

（１݄27）

ΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹ

（݄̎̕）

৽य़のͭͲ͍
（݄̎̕）

͓৯ࣄתὑ

͍き͍き健康࠲ߨ
（݄̎16）（݄̎16）（݄̎16）（݄̎16）
͍き͍き健康࠲ߨ

（݄̎16）（݄̎16）

ԭೄࢢ౦ೆࢧ෦

ٓࢧ෦

ޢ໊ ෦߹ಉࢧ�

ਅ͕͋ࢤりࢧ෦

ೆ෦ ෦߹ಉࢧ�

　
去
る
２
月
３
日
（
日
）
快
晴
の
日
、

��
人
の
組
合
員
が
参
加
し
て
、
島
尻

東
海
岸
の
「
東
御
廻
り
」
の
御
嶽
と

湧
泉
な
ど
を
訪
ね
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
は
当
支
部
運
営
委
員
で
考

古
学
研
究
者
・
博
士
の
安
里
嗣
淳
さ

ん
が
務
め
ま
し
た
。
現
地
に
着
く
ま

で
の
間
も
、
沿
線
に
あ
る
グ
ス
ク
跡

や
、戦
前
の
軌
道
馬
車
、付
近
の
地
層
・

地
形
の
特
徴
な
ど
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
初
の
見
学
地
は
琉
球
国
王
が
巡

拝
し
、
あ
る
い
は
王
国
の
最
高
神
職

「
聞
得
大
君
」
の
即
位
祭
祀
場
で
あ
っ

た
「
斉
場
御
嶽
」
へ
。
丘
の
上
の
公

園
で
青
い
海
を
眼
下
に
弁
当
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
昔
の
村
の
暮
ら
し
を
思

い
出
さ
せ
る
「
仲
村
渠
樋
川
」
と
「
垣

花
樋
川
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
最
後
に

「
東
御
廻
り
」
の

　
　聖
地
を
訪
ね
る

稲
作
発
祥
伝
説
の
あ
る「
受
水・走
水
」

を
見
学
。
安
里
さ
ん
が
東
南
ア
ジ
ア

の
イ
ン
デ
ィ
カ
米
（
長
粒
米
）
の
本

物
を
見
せ
、
沖
縄
の
稲
は
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
（
短
粒
米
）
で
グ
ス
ク
時
代
に

普
及
し
た
こ
と
、
南
方
の
米
と
は
系

統
が
異
な
る
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
身
近
に
あ
る
沖
縄
の
歴
史
と
文

化
、
自
然
の
豊
か
さ
を
再
認
識
す
る

ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

ԭ
ೄ
ࢢ
౦
ೆ
ࢧ
෦
ɹর
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新春企画
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֤ͷসͭ͋إまΔʂ֤ͷসͭ͋إまΔʂ

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ
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৽य़ϐクχック（ࢀࣄهর）

৽य़ϐクχック
ʢΈ͔Μङりʣ

（１݄27）

ΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹ

（݄̎̕）

৽य़のͭͲ͍
（݄̎̕）

͓৯ࣄתὑ

͍き͍き健康࠲ߨ
（݄̎16）

͓৯ࣄתὑ͓৯ࣄתὑ

ΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹΦΧϦφͷԻ৭Λ͔̇ͯͤڹ

（݄̎̕）（݄̎̕）

（１݄݄27）

ԭೄࢢ౦ೆࢧ෦

ٓࢧ෦

ޢ໊ ෦߹ಉࢧ�

ਅ͕͋ࢤりࢧ෦

ೆ෦ ෦߹ಉࢧ�

　
去
る
２
月
３
日
（
日
）
快
晴
の
日
、

��
人
の
組
合
員
が
参
加
し
て
、
島
尻

東
海
岸
の
「
東
御
廻
り
」
の
御
嶽
と

湧
泉
な
ど
を
訪
ね
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
は
当
支
部
運
営
委
員
で
考

古
学
研
究
者
・
博
士
の
安
里
嗣
淳
さ

ん
が
務
め
ま
し
た
。
現
地
に
着
く
ま

で
の
間
も
、
沿
線
に
あ
る
グ
ス
ク
跡

や
、戦
前
の
軌
道
馬
車
、付
近
の
地
層
・

地
形
の
特
徴
な
ど
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
初
の
見
学
地
は
琉
球
国
王
が
巡

拝
し
、
あ
る
い
は
王
国
の
最
高
神
職

「
聞
得
大
君
」
の
即
位
祭
祀
場
で
あ
っ

た
「
斉
場
御
嶽
」
へ
。
丘
の
上
の
公

園
で
青
い
海
を
眼
下
に
弁
当
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
昔
の
村
の
暮
ら
し
を
思

い
出
さ
せ
る
「
仲
村
渠
樋
川
」
と
「
垣

花
樋
川
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
最
後
に

「
東
御
廻
り
」
の

　
　聖
地
を
訪
ね
る

稲
作
発
祥
伝
説
の
あ
る「
受
水・走
水
」

を
見
学
。
安
里
さ
ん
が
東
南
ア
ジ
ア

の
イ
ン
デ
ィ
カ
米
（
長
粒
米
）
の
本

物
を
見
せ
、
沖
縄
の
稲
は
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
（
短
粒
米
）
で
グ
ス
ク
時
代
に

普
及
し
た
こ
と
、
南
方
の
米
と
は
系

統
が
異
な
る
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
身
近
に
あ
る
沖
縄
の
歴
史
と
文

化
、
自
然
の
豊
か
さ
を
再
認
識
す
る

ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

ԭ
ೄ
ࢢ
౦
ೆ
ࢧ
෦
ɹর


ࢠ

新春企画

৽य़のͭͲ͍৽य़のͭͲ͍৽य़のͭͲ͍৽य़のͭͲ͍
（݄̎̕）（݄̎̕）（݄̎̕）（݄̎̕）

౦ޚնりɾΈ͔Μङりɾ৽ य़ͷͭͲ͍ɾ健康࠲ߨͰ౦ޚնりɾΈ͔Μङりɾ৽ य़ͷͭͲ͍ɾ健康࠲ߨͰ

֤ͷসͭ͋إまΔʂ֤ͷসͭ͋إまΔʂ

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かΔいまͪɹҬまΔ͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�0�߸ �019݄̏̑ൃ（5）ߦ



　１໘͍ͯ͠ࡌܝʹ্ࠨま͢ɻԠืͷํ๏ɺ͓名લɾॅॴɾϖοτͷछྨͱ名લɾ
ίϝϯτΛ໌هͷ্ɺը૾σʔλΛష͠ɺԼهͷϝʔϧΞυϨεま
Ͱ͓ૹΓԼ͍͞ɻ࠾༻͞ΕͨํʹਤॻΧʔυ（500ԁ）Λਐఄ͍ͨ
͍͠ま͢ɻ͝Ԡื͓͓ͪͯ͠Γま͢ɻ

※画像データは、ご自身で撮影されたものをお願いします。インターネット上のデー
タは著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮下さい。

ࣂ ͍ ओɿҪᚸ ধ͞Μ
名　　લɿϢΩ　　छྨɿδϟϯΨϦΞϯεϊʔϗϫΠτ（ϋϜελʔ）
ίϝϯτɿう͙͢ 3 ʂੜ͖ͯ͠Ͷʂࡀ

タは著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮下さい。

ओɿҪᚸ ধ͞Μ
oh my ペットoh my ペット

ࣗຫͷϖοτͷࣸਅΛେืू

ϝʔルアυϨスɿPLJJTFJLZPEBZPSJ!ZBIPP�DP�KQ
͍߹わͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪづくりਪਐ෦ɹὸ���0�900�

今月の

ಹࢢ安ँɺࢳຬࢢɺ
ԭೄࢢɺੴɺ
ೆ෩ݪொ

͓߹ͤઌɿ沖縄医療生協հۀࣄޢ՝
5& -ɿ��� � � � � � � � � �ʢྑʣ

勤務地

◆ 無資格者でもOK
◆ 勤務時間は相談可
◆ 資格取得に向けた援助制度もあります！

◆ 無資格者でもOK
◆ 勤務時間は相談可
◆ 資格取得に向けた援助制度もあります！

߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪづくりਪਐ෦ɹ5&-�09����0�900�

݄̏
のఔ 筋トレ　  教室健　康

づくり（　　 ）
ᶃಹɾೆ෦ࣨڭ ͱΑΈੜڠපӃ̓'  ےτϨࣨ
ୈ ɾ̍̎ ɾ̐ ਫ༵� ࣌̓ޙޕʙ࣌̒ޙޕ
ຖि༵ۚ� ��࣌̓ޙޕ��ʙ࣌̒ޙޕ
3 ݄ 1 （ۚ）ɺ6 （ਫ）ɺ8 （ۚ）ɺ13 （ਫ）ɺ15 （ۚ）ɺ

22 （ۚ）ɺ27 （ਫ）ɺ29 （ۚ）
ᶄӜఴࣨڭ 浦添ڠಉΫϦχοΫ  ௨ॴϦϋࣨ
ୈ ɾ̎̐ ༵ɹ࣌̒ޙޕʙ࣌̓ޙޕ
3 ݄ 14 （）ɺ28 （）
ᶅटཬࣨڭɹ首里ڠಉΫϦχοΫ  ௨ॴϦϋࣨ
ຖिਫ༵ɹ࣌̑ޙޕ��ʙ࣌̒ޙޕ��
3 ݄ 6 （ਫ）ɺ13 （ਫ）ɺ20 （ਫ）ɺ27 （ਫ）
ᶆத෦ࣨڭɹத෦ڠಉපӃ  ̏階ӡಈྍ๏ࣨ
ୈ ɾ̎̐ ਫ༵ɹ࣌̐ޙޕʙ࣌̑ޙޕ
3 ݄ 13 （ਫ）ɺ27 （ਫ）
ᶇ෦ࣨڭɹΜるڠಉΫϦχοΫ  ߹һར༻ࣨ
ຖि༵ɹ࣌̎ޙޕ��ʙ࣌̏ޙޕ��
3 ݄ 7 （）ɺ14 （）ɺ28 （）
ᶈখےτϨࣨڭɹখ市Ӧॅूձॴ
ຖि༵ۚɹޕલ࣌��ʙޕલ࣌��
3 ݄ 1 （ۚ）ɺ8 （ۚ）ɺ15 （ۚ）ɺ22 （ۚ）ɺ29 （ۚ）
ᶉզಹڭ ʢࣨ͞くΒ൝ʣ 豊見城市զ那覇ެຽؗ
ຖि༵ɹ࣌�ޙޕ��ʙ࣌�ޙޕ��
3 ݄ 7 （）ɺ14 （）ɺ28 （）

݄̏
のఔ

߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪづくりਪਐ෦ɹ5&-�09����0�900�

ダイエットウォーク＆気功
ୈ̏ਫ༵ɹ࣌̒ޙޕ ��ʙ3　࣌̔ޙޕ ݄ 20 （ਫ）

スクエアステップ教室
ୈ̎ɾ�ਫ༵ɹ࣌̏ޙޕʙ̐3　࣌ ݄ 13 （ਫ）ɺ27 （ਫ）

ͱ͜Ζɿ沖縄߹ಉ๏ࣄॴ（那覇ຽओྍॴݐ）
ର　ɿҩྍੜڠ߹һ
୲　ɿࣄॴॴଐͷห護ަ͕࢜Ͱड͚ͪ࣋ま͢
Έɾ͍߹わͤઌʣࠐのํɺͪ͜Β·Ͱʢ༧ਃ͠ر͝˙
ԭೄ߹ಉ๏ࣄॴ�ὸ09��91��10���住所：那覇市松尾２-17-34
ฏɺޕલ࣌̕ʙ 12 ࣌ʙ̑࣌１ޙޕ　࣌ 30 ʹ͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

無料法律相談のご案内

ͱΑΈੜڠපӃ̓'  ےτϨࣨ

月～金 午前10時～12時

ボランティア大募集ボランティア大募集
外来案内 募集沖縄協同病院での外来案内を募集しています。

問い合わせ先　沖縄医療生協ボランティア委員会
TEL 098-856-3107　沖縄医療生協看護部 大城まで

自動受付機の案内など
簡単な内容です。

介護職員介護職員募
集

基調講演
憲
法
学
者

首
都
大
学
東
京
大
学
院
教
授

木
村
草
太
氏

テーマ

憲法25条の力
人間らしく生きる権利

ʪϓϩϑΟʔϧʫ1980 年横浜生まれ。
東京大学法学部卒。同助手を経て、現在、首都大学東京教授。
テレビ朝日系列『報道ステーション』のコメンテータなど、
メディア出演も多数。
著書に『憲法という希望』（講談社現代新書）、『憲法の創造力』
（NHK出版新書）、『テレビが伝えない憲法の話』（PHP新書）
など。

　࣌ɿ2019３݄10（） 13࣌ʙ
ձ　ɿ沖縄ࡍࠃ大ֶ 7߸ؗ 201ڭ （ࣨఆһ500名）

ྉɿ500ԁࢿ
　༰ɿଜଠ͞ΜͷߨԋͱϦϨʔτʔΫ
࿈བྷઌɿࣄࣾݝ　ہอڠ
　　　　098-833-3397（୲ɿ∁）

こどもの貧困解決、県民みんなの
くらし改善のために

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かΔいまͪɹҬまΔ͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�0�߸ �019݄̏̑ൃߦ （�）



タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
学
校
の
全
課
程
を
学
び
終
え
る
こ
と
。

３
月
は
時
期
で
す
ね
。

2
、
互
い
に
勝
利
を
争
う
こ
と
。
互
い
に
張

り
合
う
こ
と
。

3
、
仕
事
、
生
活
、
心
配
ご
と
な
ど
の
た
め

に
肉
体
や
精
神
を
使
っ
て
、
疲
れ
た

り
、
苦
し
い
思
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
。

5
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
、
他
人
の
こ

と
は
顧
み
な
い
こ
と
。

8
、
ご
飯
と
同
じ
要
領
で
、
水
の
分
量
を
多

く
し
、
米
か
ら
炊
い
た
も
の
。

9
、
鰓
脚
（
さ
い
き
ゃ
く
）
目
○
○
○
○
科
の

甲
殻
類
。
浅
い
池
や
水
田
に
す
む
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
ー
。
体
は
卵
形
の
殻
に
包

ま
れ
、
体
長
約
2
ミ
リ
。

10
、
オ
ウ
ム
科
の
鳥
の
一
群
の
総
称
。
種
類

が
多
い
。
一
般
に
は
尾
の
長
い
も
の
を

○
○
○
、
短
い
も
の
を
オ
ウ
ム
と
呼
ぶ

が
厳
密
な
分
類
で
は
な
く
、
ボ
タ
ン
○

○
○
類
は
尾
が
短
い
。

12
、
人
が
心
に
描
き
求
め
続
け
る
、
そ
れ
以

上
望
む
と
こ
ろ
の
な
い
完
全
な
も
の
。

そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
最
高
の
状
態
。

13
、
哺
乳
類
の
歯
の
中
で
、
特
に
大
き
く
鋭

く
と
が
っ
た
歯
。

15
、「
驢
馬
」
と
書
く
ん
だ
っ
て
。
奇
蹄
目
ウ

マ
科
ウ
マ
属
の
哺
乳
類
。
ウ
マ
に
似
る

が
小
型
で
、
ひ
づ
め
が
目
だ
っ
て
小
さ

く
、
耳
が
長
い
。
尾
に
は
先
半
分
に
の

み
長
い
毛
が
は
え
る
。
肩
高
０・
９
〜

１・
５
ｍ
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
他
人
の
心
を
お
し
は
か
る
こ
と
。
ま
た
、

お
し
は
か
っ
て
相
手
に
配
慮
す
る
こ
と
。

国
会
等
で
聞
き
覚
え
の
あ
る
言
葉
。

4
、
き
そ
う
こ
と
。
せ
り
あ
う
こ
と
。
複
数

の
買
い
手
に
、
品
物
の
価
格
を
競
争
さ

せ
て
、
最
も
高
い
価
格
を
提
示
し
た
者

に
売
る
こ
と
。

6
、
室
内
の
床
を
四
角
に
切
っ
て
火
を
燃
や

し
、
暖
を
と
っ
た
り
煮
た
き
を
し
た
り

す
る
所
。
炉
。
ゆ
る
り
。

7
、
預
金
の
受
入
、
資
金
の
貸
付
、
手
形
の

割
引
、
為
替
の
取
引
な
ど
を
主
た
る
業

務
と
す
る
金
融
機
関
。

9
、
文
化
・
文
明
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い

な
い
こ
と
。

11
、
○
○
科
の
つ
る
性
草
本
、
ま
た
は
そ
の

果
実
の
総
称
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
、

ト
ウ
ガ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
。

13
、
物
事
の
基
礎
と
な
る
よ
り
ど
こ
ろ
。
ま

た
、
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
一
定
の
要
件
。

14
、
和
算
で
用
い
る
計
算
器
具
の
一
種
。
木

製
ま
た
は
厚
紙
な
ど
で
つ
く
っ
た
盤
の

上
に
設
け
ら
れ
た
多
数
の
方
形
区
画
内

に
算
木
を
並
べ
て
、
複
雑
な
数
の
計
算

を
行
な
う
も
の
。

16
、
市
場
で
取
引
さ
れ
る
品
物
の
値
段
。
時
価
。

17
、
わ
ざ
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
気
持
ち
。

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

　

大
き
な
器
が
早
く
出
来
上
が
ら
な
い
よ
う

に
、
大
人
物
は
世
に
出
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
。

全国四課題の到達
1 ݄ 2018 ྦྷܭ ܭྦྷ

߹һ;͠（ਓ） 217 2274 94806
ग़ۚࢿ;͠（ઍԁ） 7553 139059 1805475
൝ͮ͘Γ（൝） 3 22 432
୲͍ख;͠（ਓ） 10 56 1011

担い手ふやしについては、現勢を載せています。

作・島袋　聡

1 2 3 4 5

6

7 8

9 10

11 12 13

14 15

16 17

２
０
１
９
年
１
月
号　
４
０
２
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答

Π
ッ
γ
ϯ
ϑ
ϥ
ϯ


બ
ऀ

・
比
屋
根　
し
ず
子
（
う
る
ま
市
）

・
金　
城　
香
代
子
（
う
る
ま
市
）

・
小　
浜　
洋　
子
（
沖
縄
市
）

・
大　
城　
美
江
子
（
那
覇
市
）

・
宮　
里　
信　
子
（
那
覇
市
）

・
サ
ク
ラ
ン
ボ　
　
（
那
覇
市
）

・
徳　
本　
佳　
子
（
那
覇
市
）

・
謝　
花　
實　
徹
（
那
覇
市
）

・
瀬
良
垣　
真
智
子
（
那
覇
市
）

・
長　
嶺　
良　
光
（
那
覇
市
）

・
小　
渡　
里　
子
（
那
覇
市
）

・
嘉
手
苅　
光　
子
（
豊
見
城
市
）

・
玉　
城　
美
也
子
（
八
重
瀬
町
）

・
宮　
城　
　
　
正
（
南
城
市
）

・
宮　
城　
豊　
子
（
糸
満
市
）

１
４
１
名
の
応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解

し
ま
し
た
。
抽
選
で
1�
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

˓ Ϛスにえをه入し、̎ॏのจࣈのώンτを参ߟ
にฒସえてԼさい。

˓ కめ切り201�݄̐1�ʢ݄ʣです。ʢফҹ༗ޮʣ
˓ クϩスϫーυパζϧのղɾબऀ40�߸ʢ201�

݄̑̑ൃߦʣです。
˓ ϋΨΩにえɾॅॴɾ໊ࢯɾҰݴίϝンτをࡌهしおૹり

Լさい。ਖ਼ղऀのதから1�໊にਤॻΧーυをଃఄします。

■ 送り先　 〒901-0294豊見城市字真玉橋593-1（８階）
　　　　　沖縄医療生協本部　☎098-850-9004

Ԡืのํ๏

ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
報
告
事
項
》

１
、
各
種
委
員
会
報
告

２
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
の
進
捗

に
つ
い
て

３
、
と
よ
み
生
協
院
へ
の
共
同
指
導

に
つ
い
て

《
決
議
事
項
》

１
、
医
師
の
管
理
部
人
事
に
つ
い
て

２
、
中
長
期
の
経
営
改
善
と
銀
行
対

応
に
つ
い
て

３
、
規
程
整
備
に
つ
い
て

《
協
議
事
項
》

１
、
第
5�
回
総
代
会
関
係
に
つ
い
て

２
、
２
０
１
８
年
度
し
め
く
く
り
月

間
方
針
に
つ
い
て

定
ྫ
ཧ
ࣄ
ձ
ͩ
Α
Γ

◎
第
��
期
第
��
回
理
事
会
が
�
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

߹һのօ༷
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004

初
ム
ー
チ
ー

　
ひ
孫
の
ハ
チ
ム
ー
チ
ー
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
た

く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
。
元
気
に
育
っ
て
ね
。

໊

ਗ਼
จ
ớ
ಹ

ࢢ
Ờ

今
月
の
一
品

1
月
号
の
「
麺
つ
ゆ
で
作
れ
る

お
雑
煮
」
に
、
自
宅
で
採
れ
た
生

姜
を
加
え
て
食
べ
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
今
月
の
一

品
、
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

҆
ཬ
ޫ
ࢠ
ớ
ࢳ
ຬ
ࢢ
Ờ

筋
ト
レ
教
室

　
医
療
生
協
の
組
合
員
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
づ
く
り
、
筋
ト
レ
教

室
に
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
い
老
後
を
送
る
た
め
に

筋
ト
レ
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
、

続
け
て
い
き
ま
す
。

্
ݪ
ོ
ࢠ
ớ
ಹ

ࢢ
Ờ

希
望
の
年
に

　
平
和
・
く
ら
し
・
い
の
ち
輝
く

未
来
を
！
　
今
年
も
沖
縄
に
と
っ

て
未
来
に
希
望
の
も
て
る
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
！

্
ݪ
ਖ਼
ल
ớ
ٓ


ࢢ
Ờ

貯
筋
め
ざ
す
ぞ

　
人
生
の
黄
金
期
、
70
代
に
突

入
！
　
益
々
輝
く
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。
菜
園
で
野
菜
づ
く
り
を

楽
し
み
、
貯
筋
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ѩ

ࠜ
ण
ඒ
ớ
ಹ

ࢢ
Ờ

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かΔいまͪɹҬまΔ͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�0�߸ �019݄̏̑ൃߦ（�）



⁞ 豆腐に片栗粉をつけて油できつね色がつくまでソテーします。
ɹ˒͋Μ࡞Γ˒
  出汁にしめじ、えのき、千切りにした人参を火にかけ火が通っ

たらʲௐຯྉʳをいれます。
 最後に水溶き片栗粉を入れ完成です。

ྉʢࡐ ਓ̍લʣ
豆腐 ････････････ 半丁
しめじ ･･････ 1 パック
えのき ･･････ 1 パック
にんじん ････････ 少量
グリンピース ････ 少量

ʲௐຯྉʳ
醤油 ･････････････大さじ 4
砂糖 ･････････････大さじ 1
みりん ･･･････････大さじ 2
すりおろしニンニク ･････ 少量
すりおろし生姜 ･･････ 少量
だし汁 ･････････････ 30cc
片栗粉 ･･････････････ 適量
油 ･･････････････････ 適量

沖縄協同病院
栄養管理室 調理師
嘉手川　重　彦

Γํ࡞

ྉʢࡐ ਓ̍લʣ
豆腐 ････････････ 半丁 ʲௐຯྉʳ

豆腐のあっさりきのこソースかけ

　
か
り
ゆ
し
の
里
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
で
は
日
々
い

ろ
い
ろ
な
作
品
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は

「
座
位
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
正
し
い
姿
勢
で
食
事

を
美
味
し
く
頂
く
」
と
い

う
の
を
目
標
と
し
、
利
用

者
と
共
に
作
成
し
た
「
足

置
き
台
」
で
す
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
に
カ
ラ
フ
ル
に
貼
り
付
け
た
色
紙
は

「
み
ー
ん
、
ち
か
ち
か
ー
す
ん
！
」
と
言
い
つ
つ
も
、

ど
こ
に
あ
る
か
ス
グ
分
か
る
の
で
皆
さ
ん
取
り
合
い

に
な
っ
て
ま
す
。

　
次
回
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
菜
園
作
り
を
紹

介
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

͔
Γ
Ώ
͠
ͷ
ཬ
ɹ
௨
ॴ
Ϧ
ϋ
Ϗ
Ϧ

ᢛ
ಹ

ҏ

ࢠ

作品コーナー作品コーナー

か
り
ゆ
し
の
里

か
り
ゆ
し
の
里

夜明けの風紋　～今朝の収穫は？～

ֆɿ上原 ത

ԭೄҩྍੜڠ׆ಉ߹ 豊見城市真玉橋 593-1（8 階） ☎098-856-3107
ԭೄڠಉපӃ 那覇市古波蔵 4-10-55 ☎098-853-1200
とΑΈੜڠපӃ 豊見城市真玉橋 593-1 ☎098-850-7955
த෦ڠಉපӃ 沖縄市知花 6-25-5 ☎098-938-8828
ಹ民ओྍॴ 那覇市松尾 2-17-34 ☎098-880-9620
ಉྍॴ 糸満市潮崎町ڠຬࢳ 2-1-10 ☎098-992-3920
टཬڠಉクϦχック 那覇市首里石嶺町 1-147-3 ☎098-884-4846
ӜఴڠಉクϦχック 浦添市宮城 3-1-5 ☎098-870-8060
ΜΔڠಉクϦχック 名護市大北 5-3-2 ☎0980-52-1001
ಉʹ͡クϦχック 那覇市古波蔵ڠ 4-10-10 ☎098-855-6201
ੜڠέアηϯλʔ 豊見城市真玉橋 593-1 訪問介護☎098-851-4715
  訪問看護☎098-851-4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηϯλʔݹ�ଂ　那覇市古波蔵 4-5（１階） ☎098-855-6254
ਓอ健ࢪઃ�͔りΏ͠のཬ 南風原町山川 256-2 ☎098-835-6607
ઃ 那覇市安謝ࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ 250 ☎098-861-9315
ඒཬऀྸߴෳ߹ࢪઃ 沖縄市美里 2-27-20 ☎098-938-9155
খنଟػϗʔϜ�ੴʹ͡のՈ うるま市石川東山本町 1-19-18 ☎098-989-9487

ԭೄҩྍੜڠ׆ಉ߹ 豊見城市真玉橋 593-1（8 階） ☎098-856-3107
ԭೄڠಉපӃ 那覇市古波蔵 4-10-55 ☎098-853-1200
とΑΈੜڠපӃ 豊見城市真玉橋 593-1 ☎098-850-7955
த෦ڠಉපӃ 沖縄市知花 6-25-5 ☎098-938-8828
ಹ民ओྍॴ 那覇市松尾 2-17-34 ☎098-880-9620
ಉྍॴ 糸満市潮崎町ڠຬࢳ 2-1-10 ☎098-992-3920
टཬڠಉクϦχック 那覇市首里石嶺町 1-147-3 ☎098-884-4846
ӜఴڠಉクϦχック 浦添市宮城 3-1-5 ☎098-870-8060
ΜΔڠಉクϦχック 名護市大北 5-3-2 ☎0980-52-1001
ಉʹ͡クϦχック 那覇市古波蔵ڠ 4-10-10 ☎098-855-6201
ੜڠέアηϯλʔ 豊見城市真玉橋 593-1 訪問介護☎098-851-4715
  訪問看護☎098-851-4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηϯλʔݹ�ଂ　那覇市古波蔵 4-5（１階） ☎098-855-6254
ਓอ健ࢪઃ�͔りΏ͠のཬ 南風原町山川 256-2 ☎098-835-6607
ઃ 那覇市安謝ࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ 250 ☎098-861-9315
ඒཬऀྸߴෳ߹ࢪઃ 沖縄市美里 2-27-20 ☎098-938-9155
খنଟػϗʔϜ�ੴʹ͡のՈ うるま市石川東山本町 1-19-18 ☎098-989-9487

事業所のご案内事業所のご案内
※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かΔいまͪɹҬまΔ͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�0�߸ �019݄̏̑ൃߦ （8）




